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グ
ロ
ー
バ
ル・
イ
シ
ュ
ー
を
解
決
す
る

「
助
っ
人
」

　

現
在
、
世
界
百
五
十
カ
国
が
加
盟
す
る
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）
は
、
一
九
五
三
年
の
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
の
国
連
演
説
「A

tom
s 

for Peace

」
を
受
け
、
五
七
年
、「
原
子
力
の
軍

事
転
用
防
止
」
と
「
原
子
力
の
平
和
利
用
促
進
」

と
い
う
二
つ
の
目
的
を
掲
げ
て
発
足
し
た
。
そ
れ

か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
た
今
日
、
改
め
て
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
の
役
割
と
は
何
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
私
は
「
原

子
力
技
術
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
シ
ュ
ー
（
地
球
規
模
の
課
題
）
の
解
決
に
寄
与

し
て
い
く
こ
と
」
と
答
え
た
い
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
と
は
何
か
と
言
え

ば
、
一
つ
は
、「
核
不
拡
散
」
や
「
核
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
」
と
い
っ
た
世
界
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
問

題
。
〇
九
年
四
月
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
プ
ラ
ハ
で

「
核
兵
器
な
き
世
界
を
目
指
す
」
と
表
明
し
、
世

界
は
よ
う
や
く
核
廃
絶
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た

ＩＡＥＡの役割と
原子力平和利用国家・日本への期待

天野之弥　ＩＡＥＡ事務局長

が
、
今
後
各
国
が
核
軍
縮
を
進
め
る
過
程
で
は
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
よ
う
な
中
立
的
な
国
際
機
関
に
よ
る

検
証
が
不
可
欠
だ
。

　

次
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
。
化
石
燃
料
に
限

界
が
あ
る
な
か
、
原
子
力
平
和
利
用
の
中
核
「
原

子
力
発
電
」
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上

重
要
な
だ
け
で
な
く
、
今
や
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を

出
さ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
地
球
温
暖
化
問
題

解
決
へ
の
一
助
に
な
る
と
い
う
期
待
も
高
ま
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
世
界
的
な
食
料
危
機
や
水
問
題
に
対

し
て
も
、「
放
射
線
技
術
（
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
に
よ

る
ト
レ
ー
サ
ー
技
術
）」
を
用
い
れ
ば
、
地
下
水

の
循
環
を
推
定
で
き
る
し
、
品
種
改
良
に
よ
る
食

料
増
産
や
保
存
性
向
上
、
病
害
虫
の
撲
滅
な
ど
に

も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
近
年
、
途
上
国
で
の
が
ん
発
症
率
が
激
増

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
な
に
も
途
上
国
の
人
が
急

に
が
ん
に
罹
り
や
す
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

検
診
設
備
が
整
い
始
め
た
こ
と
で
発
見
さ
れ
や
す

く
な
っ
た
こ
と
が
主
た
る
理
由
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
人
の
命
の
重
さ
に
先
進
国
も
途
上
国
も
な
い
。

今
後
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
放
射
線
治
療
の
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
安
全
保
障
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
問
題
、
食
料
問
題
、
水
問
題
、
保
健
医
療
の
問

題
ま
で
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山

の
よ
う
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
の
問
題
も

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
だ
け
で
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

相
応
の
貢
献
は
可
能
だ
と
自
負
し
て
い
る
し
、
ま

た
そ
う
で
な
け
れ
ば
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
将
来
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
「
核
の
番
人
」
な
ど
と
呼

ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
私
は
む
し
ろ
原
子

力
技
術
を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
解
決

の
「
助
っ
人
」
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
の

潮
流
の
な
か
で

　

世
界
で
は
今
、「
原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼

ば
れ
る
原
子
力
発
電
再
評
価
の
動
き
が
広
が
っ
て

い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
一
部
の
地
域
や
特
定
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
依
存
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
、
化
石
燃
料

価
格
の
高
騰
へ
の
不
安
、
地
球
温
暖
化
問
題
の
深

刻
化
な
ど
、
複
数
の
理
由
が
あ
り
、
国
に
よ
っ
て

動
機
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
世
界
的
に
原
子
力
発
電

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
二
〇
〇
九
年
時
点
で
、
原
子
力
発
電
所
は
世

界
三
十
カ
国
一
地
域
で
運
転
さ
れ
て
お
り
、
う
ち

十
七
カ
国
、
新
た
に
七
カ
国
で
新
規
の
建
設
・
計

画
が
進
ん
で
い
る
（「
世
界
の
原
子
力
発
電
開
発

の
動
向
２
０
０
９
」
よ
り
）
し
、
強
い
関
心
を
示

し
て
い
る
国
も
多
数
あ
る
。

　

こ
う
し
た
国
々
に
対
し
、
原
子
力
安
全
、
核
不

拡
散
、
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の
観
点
か
ら
お
手

伝
い
す
る
の
が
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
役
割
だ
。
た
だ
し
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
は
加
盟
国
の
希
望
に
沿
っ
た
手
助
け
を
す

る
だ
け
で
、
原
子
力
を
導
入
す
る
か
否
か
は
各
国

の
判
断
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
本
部
を
置
く
オ
ー
ス
ト
リ

IAEA本部（ウィーン）

天野之弥　あまの　ゆきや
ＩＡＥＡ事務局長
1947年神奈川県出身。東京大学法学部卒業後、72年外務省入省。
国際連合局科学課長、軍縮会議日本政府代表部参事官、在マル
セイユ日本国総領事館総領事、大臣官房審議官（軍備管理・科
学審議官組織）、総合外交政策局軍縮不拡散・科学部長などを
経て、05年在ウィーン国際機関日本政府代表部大使。この間、ＩＡ
ＥＡ理事会議長、2010年NPT運用検討会議第一回準備委員会
議長などを務める。09年8月核不拡散・原子力担当大使、12月より
現職。

世
界
の
原
子
力
平
和
利
用
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ（
国
際
原
子

力
機
関
）。
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
氏
の
後
を
受
け
、

二
〇
〇
九
年
十
二
月
、第
五
代
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事

務
局
長
に
就
任
し
た
天
野
之
弥
氏
に
、Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
の
今
日
的
役
割
と
日
本
へ
の
期
待
に
つ
い
て
、

話
を
聞
い
た
。
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ア
は
豊
富
な
水
力
資
源
が
あ
る
こ
と
か
ら
原
子
力

を
選
択
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

が
自
国
の
状
況
に
照
ら
し
て
決
め
る
と
い
う
わ
け

だ
。

　

今
後
の
見
通
し
だ
が
、
十
〜
十
五
年
程
度
の
中

期
的
ス
パ
ン
で
見
れ
ば
、
実
際
に
原
子
力
発
電
が

大
き
く
増
え
る
の
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
既
に

原
子
力
を
進
め
て
い
る
国
が
中
心
だ
ろ
う
。
こ

れ
ま
で
全
く
原
子
力
発
電
の
経
験
が
な
い
国
で

導
入
が
大
き
く
進
む
の
は
、
二
十
年
ほ
ど
先
の

二
〇
三
〇
年
頃
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

新
た
に
原
子
力
発
電
に
取
り
組
む
、
こ
れ
ら
の

国
に
お
い
て
、
今
は
大
切
な
「
準
備
期
間
」。
今

か
ら
二
十
年
後
に
原
子
力
が
飛
躍
的
に
伸
び
る
か

ど
う
か
は
、
今
後
十
年
間
で
ど
れ
だ
け
人
材
育
成

で
き
る
か
、
安
全
文
化
を
定
着
で
き
る
か
、
組
織

や
制
度
を
き
ち
ん
と
整
備
で
き
る
か
に
か
か
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
基
礎
を
し
っ
か
り
築
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
二
〇
三
〇
年
頃
に
は
よ
り
多
く
の
国

が
、
よ
り
安
全
な
形
で
原
子
力
発
電
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

私
の
任
期
中
に
ど
こ
ま
で
実
現
で
き
る
か
わ
か

ら
な
い
が
、
ま
ず
は
基
礎
づ
く
り
に
全
力
を
注
ぎ
、

目
に
見
え
る
形
で
、
一
カ
国
で
も
二
カ
国
で
も
途

上
国
で
の
成
功
モ
デ
ル
を
つ
く
り
た
い
。

平
和
利
用
に
徹
し
た
四
十
年
の

経
験
を
世
界
へ

　

今
後
、
新
た
に
原
子
力
発
電
を
導
入
す
る
国
で

の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
と
り
わ
け

ま
で
揃
っ
て
い
る
。
ま
た
運
転
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で

な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
、
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
順
風
の
と
き
も
逆
風
の
中

で
も
、
原
子
力
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
得
た
貴
重

な
経
験
、
知
恵
が
あ
る
。
日
本
自
ら
原
子
力
技
術

を
磨
き
、
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し

た
貴
重
な
財
産
を
世
界
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
く
こ
と
が
、
原
子
力
平
和
利
用
国
家
・
日
本
の

大
切
な
役
割
だ
。

　

原
子
力
発
電
は
、
ウ
ラ
ン
資
源
の
採
取
・
輸
送

原
子
力
の
平
和
利
用
に
徹
し
、
原
子
力
発
電
に

四
十
年
以
上
も
の
実
績
を
持
つ
日
本
が
果
た
す
役

割
は
極
め
て
大
き
い
。

　

と
い
う
の
も
原
子
力
は
こ
れ
ま
で
、
持
て
る

者
（
先
進
国
）
と
持
た
ざ
る
者
（
途
上
国
）
と
が

明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
た
分
野
。
途
上
国
側
に
は

根
強
い
疎
外
感
、
不
公
平
感
が
あ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

の
保
障
措
置
を
負
担
に
感
じ
た
り
、
核
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
「
自
分
た
ち
に
原
子
力
技
術
を
持

た
せ
な
い
た
め
で
は
」
と
疑
心
暗
鬼
の
目
を
向
け

る
国
さ
え
あ
る
。

　

こ
う
し
た
声
に
対
し
、
原
子
力
先
進
国
で
あ
り

保
障
措
置
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
き
た
日
本
こ

そ
、「
原
子
力
発
電
を
進
め
る
に
は
、
原
子
力
安

全
や
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
核
不
拡
散
に
対
し
責
任

あ
る
対
応
を
す
る
の
は
当
然
だ
」
と
い
う
こ
と
を

身
を
以
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

人
材
育
成
の
面
で
も
、
日
本
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
後
、
東
欧
の
原
子
力
発
電
所
運
転
員
を
対

象
に
行
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
千
人
研
修
や
、
Ｒ
Ｃ

Ａ
（
原
子
力
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
、
開
発
及

び
訓
練
の
た
め
の
地
域
協
力
協
定
）
に
則
っ
た
ア

ジ
ア
の
原
子
力
関
係
者
の
受
け
入
れ
な
ど
、
以
前

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
育
成
協
力
を
実
施
。
当
時
、

日
本
の
大
学
や
企
業
で
学
ん
だ
人
々
が
今
、
各
国

で
原
子
力
分
野
の
要
職
に
就
い
て
い
る
。

　

今
も
、
例
え
ば
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
原
子
力

発
電
量
を
誇
る
福
井
県
に
は
、
原
子
力
技
術
教
育

に
力
を
入
れ
る
福
井
大
学
も
あ
れ
ば
、
原
子
力
発

電
所
も
初
期
の
も
の
か
ら
最
新
型
、
高
速
増
殖
炉

か
ら
、
プ
ラ
ン
ト
建
設
、
運
転
、
廃
棄
物
の
処
理

処
分
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
過
程
で
国
際
社
会
の
協

力
が
不
可
欠
と
な
る
。
ど
こ
か
一
カ
所
で
事
故
が

起
き
る
と
、
世
界
全
体
で
原
子
力
へ
の
信
頼
が
揺

ら
い
で
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
原
子
力
利
用
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
対
立
点
で
な
く
、
共
通
の

利
益
に
目
を
向
け
、
と
も
に
協
力
し
な
が
ら
具
体

的
な
成
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
信
頼
に
つ
な
が

る
。

　

小
さ
な
成
功
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
成
功
を
呼

ぶ
わ
け
で
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
も
す
ぐ
や
る
こ
と
、
一
年

以
内
、
四
年
以
内
に
や
る
こ
と
な
ど
、
き
ち
ん
と

決
め
て
、
ど
ん
ど
ん
実
行
し
て
い
き
た
い
。
私
自

身
さ
し
あ
た
り
す
ぐ
着
手
し
た
い
こ
と
は
、
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
の
保
障
措
置
分
析
研
究
所
の
近
代
化
。分
析
・

検
証
能
力
の
さ
ら
な
る
強
化
は
、
I
A
E
A
の
足

腰
を
強
化
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
中
立
性
を
担
保
す
る

機
関
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
も
不
可
欠
な
こ
と
だ
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
は
や
り
た
い
が
、
も
う
少
し

先
と
い
う
途
上
国
に
と
っ
て
、
目
の
前
の
課
題
は

食
料
で
あ
り
、
が
ん
治
療
。
放
射
線
利
用
に
よ
る
、

こ
の
分
野
で
の
貢
献
は
す
ぐ
に
も
で
き
る
こ
と
で

あ
り
、
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
原
子
力
が
拓
く
地
球
の
未
来
に
向
け
て
、

日
本
こ
そ
が
主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

IAEAのOSART（運転管理評価チーム）による
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